
＜修士課程＞
授　業　科　目　名 備　考 科目ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ DP1 DP2 DP3 DP4

言語分析哲学研究Ⅰ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
言語分析哲学研究Ⅰ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
言語分析哲学研究Ⅱ-１ PHL500B1 〇 〇 〇
言語分析哲学研究Ⅱ-２ PHL500B1 〇 〇 〇
形而上学研究Ⅰ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
形而上学研究Ⅰ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
形而上学研究Ⅱ-１ PHL500B1 〇 〇 〇
形而上学研究Ⅱ-２ PHL500B1 〇 〇 〇
古代哲学史研究Ⅰ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
古代哲学史研究Ⅰ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
古代哲学史研究Ⅱ-１ PHL500B1 〇 〇 〇
古代哲学史研究Ⅱ-２ PHL500B1 〇 〇 〇
論理学研究Ⅰ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
論理学研究Ⅰ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
論理学研究Ⅱ-１ PHL500B1 〇 〇 〇
論理学研究Ⅱ-２ PHL500B1 〇 〇 〇
近代倫理学史研究Ⅰ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
近代倫理学史研究Ⅰ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
近代倫理学史研究Ⅱ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
近代倫理学史研究Ⅱ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
中世哲学研究Ⅰ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
中世哲学研究Ⅰ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
中世哲学研究Ⅱ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
中世哲学研究Ⅱ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
近代ドイツ哲学史研究Ⅰ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
近代ドイツ哲学史研究Ⅰ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
近代ドイツ哲学史研究Ⅱ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
近代ドイツ哲学史研究Ⅱ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
現代哲学研究Ⅰ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
現代哲学研究Ⅰ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
近世西洋哲学研究Ⅰ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
近世西洋哲学研究Ⅰ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
近世西洋哲学研究Ⅱ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
近世西洋哲学研究Ⅱ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
比較思想研究Ⅰ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
比較思想研究Ⅰ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
比較思想研究Ⅱ－１ PHL500B1 〇 〇 〇
比較思想研究Ⅱ－２ PHL500B1 〇 〇 〇
近代西洋哲学研究Ⅰ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
近代西洋哲学研究Ⅰ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
近代フランス哲学史研究Ⅰ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
近代フランス哲学史研究Ⅰ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇

哲学専攻のカリキュラムのもと所定の単位を取得し、以下に示す知識や能力を修得した学生に対
して「修士（哲学）」の学位の授与を認める。修士の学位授与方針に加えて、自らの専門領域の研
究をさらに深めることで、これらの知識や能力を学問の発展に寄与できる水準にまで習得した学
生に対して博士（哲学）の学位の授与を認める。

 DP1．一定以上の外国語能力を備えている。
 DP2．さまざまな課題を発見し解決することができる、一定以上の思考力を有している。
 DP3．哲学に関する一定以上の専門知識ならびに一定以上の幅広い教養を修得している。
 DP4．自らの研究テーマに必要な研究方法を確実に身につけ、その研究テーマについての先行

研究を踏まえて、論理的でかつ説得力があるという点で、一定以上の学術的能力を有している。
 DP5．博士（哲学）の学位については、修士の学位授与資格に加えて、当該の研究分野に新たな

知見を加え考察を深めることにより、当該の研究分野の発展およびより広い学問の発展に貢献す
る能力を備えている。

哲学専攻カリキュラム・マップ



近代フランス哲学史研究Ⅱ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
近代フランス哲学史研究Ⅱ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
超越論哲学研究Ⅰ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
超越論哲学研究Ⅰ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
超越論哲学研究Ⅱ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
超越論哲学研究Ⅱ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
ヨーロッパ精神史研究Ⅰ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
ヨーロッパ精神史研究Ⅰ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
ヨーロッパ精神史研究Ⅱ-１ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
ヨーロッパ精神史研究Ⅱ-２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
法哲学研究 １ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
法哲学研究 ２ PHL600B1 〇 〇 〇 〇
哲学ドイツ語研究 １ PHL500B1 〇
哲学ドイツ語研究 ２ PHL500B1 〇
哲学フランス語研究 １ PHL500B1 〇
哲学フランス語研究 ２ PHL500B1 〇
哲学基礎研究Ⅰ PHL500B1 〇 〇 〇
哲学基礎研究Ⅱ PHL500B1 〇 〇 〇
日本思想史研究Ⅰ-１ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
日本思想史研究Ⅰ-２ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
日本思想史研究Ⅱ-１ PHL500B1 〇 〇 〇
日本思想史研究Ⅱ-２ PHL500B1 〇 〇 〇
現象学研究Ⅰ-１ PHL500B1 〇 〇 〇 ○
現象学研究Ⅰ-２ PHL500B1 ○ 〇 〇 〇

＜博士後期課程＞
授　業　科　目　名 備　考 科目ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ DP1 DP2 DP3 DP4 DP5

哲学特殊研究１ PHL700B1 〇 〇 〇 〇 〇
哲学特殊研究２ PHL700B1 〇 〇 〇 〇 〇
言語分析哲学特殊講義１ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
言語分析哲学特殊講義２ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
古代哲学史特殊講義１ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
古代哲学史特殊講義２ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
論理学特殊講義１ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
論理学特殊講義２ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
近代倫理学史特殊講義１ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
近代倫理学史特殊講義２ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
中世哲学特殊講義１ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
中世哲学特殊講義２ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
近代ドイツ哲学史特殊講義１ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
近代ドイツ哲学史特殊講義２ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
近世西洋哲学特殊講義１ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
近世西洋哲学特殊講義２ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
比較思想特殊講義１ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
比較思想特殊講義２ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
近代フランス哲学史特殊講義１ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
近代フランス哲学史特殊講義２ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
超越論哲学特殊講義１ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
超越論哲学特殊講義２ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
法哲学特殊講義１ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
法哲学特殊講義２ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
現象学特殊講義１ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
現象学特殊講義２ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
日本思想史特殊講義１ PHL500B1 〇 〇 〇 〇
日本思想史特殊講義２ PHL500B1 〇 〇 〇 〇

【科目ナンバリングの分野】
PHL：哲学

【レベル設定】



500番台：修士課程・博士後期課程におけるコースワーク科目（授業科目）
600番台：修士課程におけるリサーチワーク科目(研究指導科目）
700番台：博士後期課程におけるリサーチワーク科目（研究指導科目）

【科目主催コード】
B1：哲学専攻


